
　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は笠間稲荷神社の節分祭に笠間市を訪問されたことで、笠間市と交流が始まったエチオピアのロー
タリアンからの便りです。世界に友達を作って交流を始めましょう。

Dear  sir,
Thank you for reaching out to us.　Greeting from Addis 
Ababa.
We would be honored to collaborate with you on the Global 
Grant for medical equipment.
We are defi nitely excited about this opportunity and looking 
forward to more information on how best we can collaborate.
Regards,
Grace.

拝啓
私たちを選んで連絡くださってありがとうございます。ア
ジスアベバよりご挨拶申し上げます。
私たちは貴クラブから医療機器においてのグローバル補助
金事業に協力いただいて、共同で行えることは名誉なこと
と存じます。
私たちは本当にこの機会を喜んでおり、最上の協力関係でさ
らに情報を頂けることを楽しみにしています。

敬具　
グレース

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
き む ら

村 美
み え こ
枝子）
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